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研究成果の概要： 

本研究の実験 1では、アルツハイマー病を有する高齢患者における筋力測定の再現性を検証す
ることを目的とした。実験 2 では、筋力測定の結果を基に定量化された負荷量を用いてレジス
タンストレーニングを実施し、その効果を検証することを目的とした。実験 1の結果、高齢ア
ルツハイマー病患者に対する等尺性膝伸展筋力測定の日内および日間再現性は良好だった。実
験 2の結果、レジスタンストレーニング後に等尺性膝伸展筋力が有意に向上した。アルツハイ
マー病を有する高齢患者に対する等尺性膝伸展筋力の測定は、起居移動動作に関する予備力の
評価や種々のトレーニング方法の比較を行う際の有用な指標となり得ると思われた。 
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１．研究の背景 

下肢筋力は起居移動能力に関する予備力を
評価する際の有用な指標の一つとなってい
る．しかし，認知症者の場合，課題に対する
最大努力が難しいことに加え，筋固縮に伴う
相反神経支配機構の障害によって，筋力測定
時に最大筋力を発揮することが困難である
とされている．  
 
２．研究の目的 
第 1研究では，認知症者に対する筋力測定に
おける筋出力様式の特徴および相反神経支
配機構の障害による影響，筋力測定に関する
被験者内再現性を明らかにすることを目的
とする．第 2 研究では，筋力測定の結果を基
に定量化された負荷量を用いて筋力トレー
ニングを実施し，その効果を明らかにするこ
とを目的とする． 
 
３．研究の方法 
第 1研究 
 アルツハイマー病患者 8名を被験者とした
（男性 2 名，女性 6 名，平均年齢 86.9 歳）．
被験者は可及的に速くかつ強く膝を伸展す

るよう教示された．筋力計測は 3分以上の休
憩を挟んで 3回を 1パッケージとして 1日に
2 パッケージのテストを 1週間の間隔を空け
て 2日間実施した．筋力（force development: 
RFD）の最大値と随意最大筋出力（maximum 
voluntary force: F max）を用いた．被験者
内再現性の分析には，級内相関係数（intra 
class correlation coefficients: ICC）を
使用した． 
 
第 2研究 
 アルツハイマー病患者 10 名を被験者とし
た（男性 4名，女性 6 名，平均年齢 90.0 歳）．
被験者を通常の介護及び健康管理を実施す
る対照群と，筋力測定の結果に応じた負荷を
用いてトレーニングを実施する介入群に層
化ランダム割付を行った．トレーニングの初
回時および 10週後に，等尺性膝伸展筋力，
10mの最大歩行速度および歩幅，Timed Up and 
Go Test (TUG)について評価した． 
 
４．研究成果 
第 1研究の結果，アルツハイマー病患者にお
ける RFDおよび MVCに基づいた筋力計測は良
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好な披見者内再現性を有していた．そこで，
第 2研究では筋力測定の結果を基に調整され
た負荷量を用いて筋力トレーニングを実施
し，その効果を検討した．その結果，通常の
介護及び健康管理を実施した対照群では筋
力の低下を認めたが，筋力トレーニングを実
施した介入群では筋力の向上を認めた．ただ
し，10m歩行テストや Timed Up and Go Test
では，介入群と対照群で差を認めなかった．
以上の結果より，アルツハイマー病を有した
患者に対して，筋力計測の結果に基づいて定
量化された運動負荷を用いた筋力トレーニ
ングが有効である可能性が示唆された．しか
し，歩行や立ち上がりなどのパフォーマンス
を向上するためには，更なる介入の検討が必
要であると考えられた． 
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